入浴ケア 事故予防様式 2026年版
溺水・転倒・ヒートショック・皮膚観察
■ 基本情報
	事業所名
	○○介護施設
	作成日
	2026年6月7日

	作成者
	○○
	
	


■ 入浴前の確認
	項目
	記入欄

	バイタル・体調
	血圧・体温を確認

	皮膚の状態
	発赤・傷の有無

	本人の意向
	入浴の可否を確認


■ 入浴中の安全
	項目
	記入欄

	見守り・付き添い
	常時見守り

	溺水・転倒予防
	手すり・滑り止め

	湯温・時間
	40〜41℃・長湯を避ける


■ 入浴後の確認
	項目
	記入欄

	水分補給
	入浴後に水分

	体調変化
	のぼせ・ふらつき

	皮膚の保湿
	乾燥対策


■ 記入のポイント
・入浴は溺水・転倒・ヒートショックのリスクが高い場面です。
・入浴前後のバイタル確認と、入浴中の見守りが基本です。
・皮膚観察で異常を早期発見します。
■ 根拠・関連様式
・心疾患・高血圧の利用者は特に慎重に対応します。
・関連様式：入浴介助安全チェックリスト、バイタル記録
■ 改訂履歴
	版
	改訂日
	改訂内容
	承認者

	1.0
	2026-06
	初版作成
	


ふくしの素材館  https://kaigo-sozai.com  ／ 参考様式・各施設の実情に合わせて編集してください




